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 §尿素の施肥量は欝OkgN総弓  鴛POCU-70の溶出量はi2i～
 (2》肥効調節型ワン酸肥料の肥効の特性“
非アロフェン質黒
は,肥効調節リン
のリン酸濃度(評
 一130一
簸
灘
 ■燃
肥料が土壌によるリ
やかに溶出すること
反応そのものの緩和
異土壌であった。趨
ほど大きくなかった
であったこと,生育
効調節型リン酸肥料
ば,接触施肥の技術
 施肥量を減らす手段になりうると考えられた。
義
撃
聯
弾
 一!31一
旨藩
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「
}
論文審査結果要旨
作物生産を安定
役割である。そ
研究が行われ,徐
せようと試みた
したもので,その
さらには微量要
期のiヶ月間程
ものがある。本
 であり,その要点は以下の通りである.
一般に速効性肥
肥が一般的であ
性を検討した。
制されたが,尿
た。今後広い作
 肥が可能であることが示された。
次に直線的に溶
期して比較した
組み合わせたが
水田における肥
わが国本州以南
雨量の多い年
強く受けた。
 う安定した利刀率を示した。
普通の速効性リ
れに対して被覆
壌溶液中のリン
液中のリン濃度
酸の場合には施
この特性はゲン
 りも非アロフェン賀票ボク土で大きかった。
以上の結果は今
 を授与するにふさわしいと判断した。
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